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（1992~96）、都内私立大学講師（1997~2001)、都内私立女子中学高校長（2001~05）、2006 年から現職  
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横須賀薫と笠原肇の単行本3)、野瀬薫の論文一編4)、松平信久の論文一編 5)、坂元秋子の論文二編 6)、




























第二期は、1933 年から 43 年まで。宮川校長が郷里の富岡小学校長兼高等家政女学校長に転出し
た後の玉村小学校時代。斎藤が一人前の教師に成長、次いで実践のリーダーになった時期である。
またこのころ一生の仕事となる著述と短歌活動を始めている。 
この時期の 1 年前、1932 年 4 学年から担任した 76 人の女子クラスを高等科２年まで持ち上がり
卒業させた。この間学力向上の工夫に心血を注ぎ、後に島小の教師に広めた教授法を編み出した 10）。
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注   
１）斎藤喜博全集の特に第 1 巻、第２巻、第 11 巻、第 12 巻、第 15 巻―２  国土社 1969~71 
２） 「草原」全 10 号 玉村尋常高等小学校研究誌 1935~1943 宮城教育大学教育臨床総合研究センター復刻
2004～06  
３） 笠原肇「評伝 斎藤喜博―生き方と仕事」一茎書房 1991,   横須賀薫「斎藤喜博 人と仕事」国土社 1997 
４） 野瀬薫「戦前期における斎藤喜博の教育実践の研究と大正教育の影響」教育学研究 1995.12.  
５）松平信久「斎藤の教師としての成長の軌跡のあとづけ」事実と創造 150 号 1993.11. 
６）坂元秋子「回想された斎藤喜博」都立大学心理教育学科卒業論文 2005、坂元秋子「島小における斎藤喜博
像と教育観」首都大学人文科学研究科教育学専攻修士学位論文 2008    
７）玉村小学校創立百八年記念実行委員会編集 1982 
８）塚本幸男「島小・境小教育の源流」事実と創造 30 号 1983.11. 








15）尾崎行雄「日本国民に告ぐ」P75  香柏書房 1947、他に「尾崎行雄全集版自伝」「尾崎行雄ものがたり」
に掲載 
16）前掲１）「可能性に生きる」P220~222, P248~253 など 
17）例えば「斎藤喜博全集 15-2」ｐ93,104,105   
「狐面して又組合を抜けて行く戦争中全體主義の本を書きし輩が」 
  「中傷策謀泣言投書虫けらの如きやつらが動くよ動くよ」 
「反共連盟などつくゐる農民がわれを憎む歌つくるもあわれ」  
18）前掲１）同上 P287 
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財を処分し、またあるときは土地を持たない住民に土地を分かち与え、そして明治 43 年(1910 年)
の大洪水後、政府と県の援助を得ながら中洲の住居・学校・役場を利根川の南北両岸に移すという
大事業を成し遂げたのが（図 2 参照）、明治 14 年(1881 年)から大正６年(1917 年)まで通算 30 年以












学んだ田島弥太郎博士と橋本春雄博士が、1954 年（昭和 29 年）5 月二人同時に日本学士院賞を受
賞するという快挙を成し遂げている。斎藤が島小校長就任 3 年目のことである。村人こぞって誇り 
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図 2 島村とその周辺地図：5 万分の 1 地形図高崎・深谷の合成図 
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に思い文化祭で祝った。子供たちにも定めし励みになったことだろう。斎藤自身、全村総合教育や
学校づくりで、村内の高学歴層・知識層に助けられているふしがある（坂元秋子修士論文「島小に
おける斎藤喜博像と教育観」P21~26 他参照）。また純農村でありながら、明治 20 年以来島村教会
は、信者に支えられ、保育を始め今日までさまざまな文化的活動を続けている。 
斎藤は富農支配から村民の解放を説いているが、島村では彼が着任する 6 年前（昭和 21 年―1946
年）から社会党系の田島嘉之がすでに二期目の村長を務めていた。田島村長は、戦後農地改革当時
農民組合長としてその実施にかかわり、それをばねに村長に当選、1955 年(昭和 30 年)境町に合併
になるまで村長であった。斎藤とも短歌を通じて旧知の仲であり、彼の学校経営を側面から助けた。
島村は、群馬県の純農村としては社共両党の支持者が多かった。敗戦直後人口 3 千人余の島村で赤
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では年 1 回の保護者会でも学級で 3～4 名しか出席者がなかったから無理だと断言する古手教員の
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りの記」前掲 P107～108 からの引用である。 


























1958 年（昭和 33 年）全国規模で勤評阻止闘争が行われた。しかし教師間に意欲、授業力、生活指
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斎藤の在任中全国から約 1 万人の人が、島小を訪問している。また 1955 年（昭和 30 年）に始
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たり彼らの実践も積極的に紹介したりすれば、いくらか風圧は弱まったであろうが、もともと斎藤











注   
１）横須賀薫「斎藤喜博 人と仕事」Ｐ8 国土社 1997   
２）久保田武「校長がかわれば学校が変わる」夏目書房 1997 
３）斎藤喜博全集 11「学校づくりの記」Ｐ64 国土社 1970 
４）同上Ｐ64 
５）野村新「人間斎藤喜博」事実と創造 127 号 1991.12. 但し研究者、学長として立派な仕事をされた方と考える。 
６）川欠は洪水などで土地が流失すること。寄洲は洪水などの際土砂が他所から運ばれて堆積され土地が増えること。 
この前後村史関連の記述は以下の資料による。金子緯一郎「利根川と蚕の村」上毛新聞社 1979, 島小学校百年史編集
委員会編「島小学校百年史」（非売品）1972、「群馬県人名大辞典」上毛新聞社 1982 ,「境町史」第 1 巻自然編 1991、
第 3 巻歴史編上 1996、第 4 巻歴史編下 1997。  
７）1887(明治 20 年)田島善平寄付によるキリスト教講義所開設。1897(明治 30 年栗原甚太郎が土地を献納し新会堂(現
在位置)と牧師館完成―「島村教会百年史」日本基督教団島村教会 1987 による。さらに 2008 年栗原甚太郎氏の御
子息、栗原壽郎氏が新たに土地を寄贈された。 
８）～９）いずれも宮原誠一ほか４名「島村における青年・夫人の学習活動」P105 教育学研究 1959.12. 
10）当時島村の高校進学率約 55%は、他の境町地区と比べて約 20％高かった。資料は 8) ～9)に同じ。 
11）前掲 坂元秋子「島小における斎藤喜博像と教育観」P19  首都大学教育学研究科修士論文 2008.3. 
12）前掲 P25~26 








話会が、1950 年 12 月号の「世界」（岩波書店）に発表した報告書である。平和構想として、全面講和、再軍備反
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対、軍事同盟と基地の提供反対、中立不可侵などがその基調であった（日高六郎「私の平和論」Ｐ105 岩波新書
1995 による）。 
  この報告の影響もあってか、第 11 回日教組定期大会宣言（1954.6.3.）には、次のような文言がある（抜粋）。 
  「桑港両条約が国民の憤激と反対にも拘らず反動勢力の手によって締結されて以来、わが国は一路戦争と隷属へ












問題があったことを認めているのは、戦後 40 年という時間経過のなせるわざであろうか。 








藤喜博さんの仕事」の中で、「私が島小をおとれたのは、1962 年の卒業式と、同じ年の 12 月の公開研究会である
が、それは、めったに経験することができない、芸術的とでもいうほかがない感動を受けた日であったことを、
正直に告白しておこう。」と書いている。 
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注   
１）「斎藤喜博全集」12 可能性に生きる Ｐ426~440    
斎藤喜博編著「境小の教師」明治図書 1974    
斎藤喜博編「授業は教師がつくる」一莖書房 1975 
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斎藤喜博総指揮・解説「子どもの歌と表現―境小・島小合唱集ＣＤ付」一茎書房 1995   
大槻志津江「境小での表現活動」事実と創造 16 号 1982.9.   
    岡芹忍「島小・境小のフィルムを見て」事実と創造 31 号 1983.12. 
    岸みね子「境小での歌唱教材の選択」事実と創造 39 号 1984.8. 
    大槻志津江他３名「境小こぼれ話（１）～（12）」事実と創造 85~96 号 1988.6.~89.5. 
    大槻志津江「境小でみた子どもの美しさ」事実と創造 104 号 1990.1.  
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
Research Paper 
A Comment on the School Management of Principal   
Saito Kihaku by an ex-Principal 
Kubota, Takeshi 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
The main theme of this paper is to build up a new principal image of Saito Kihaku1) 
(1911~71), who, as principal, drastically improved the minds and skills of teachers and the 
motivation and scholastic achievement of students of Shima Primary School, 
Gunma-Prefecture, Japan, during 1952~63. Accordingly, he became one of the most famous 
educators in Japan after the Second World War. As his success stories have been written, 
examined、and reported by so many researchers and educators as well as Saito himself1), the 
author would like to comment mainly on the problems of Principal Saito’s school management, 
which have seldom been reported until now. Since the author2)  has  worked as principals or 
deputy principal of three different high schools, he will probably be qualified to criticize 
principal Saito’s school management, compared with the author’s. At the beginning and the end 
of this paper, the author makes a brief mention of Saito’s activities before and after Shima 
Primary School periods. 
Key words: Saito Kihaku, principal image, school management, Japan Teacher’s Union 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
Notes       
1)Saito,s Complete Works of 18 volumes were published in 1969~71 by Kokudosha, but only Japanese 
edition 
2)Kubota Takeshi “SCHOOL REVOLUTION―Without Corporal Punishment and Strict Regulations”  
published by Natsume Shobo in 2000 
 
